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建築のデザインにおいて、模型の果たす
役割はとても大きい。
図面を見ることが苦手な人にも、その建
築のイメージが、どういったものであるの
かを、相手にひと目で伝えることができる
のが、模型の最大のメリットだ。

実務の現場では、設計の初期段階から
何十個、時には何百個というスタディ模
型をつくりながら、思考をめぐらせデザイ
ンを決めていく。
まだ現実には建っていない建築や空間
のスケールを考えながら確認する、その
ような空間をつくるプロセスにおいて、模
型はとても重要な役割を果たしている。
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そんな設計に有効な模型だが、はじめ
てつくる人、慣れていない人には少々ハー
ドルが高いようだ。課題の締め切りに間
に合わない、きれいにつくれない、もっと
早く効率よくつくれないだろうか…そんな
悩みがあるのではないだろうか。

この本では、加工のしやすいスチレンボー
ドを使った模型のつくり方を紹介する。
イラストと写真で、模型がどのような
パーツで構成されているのか、どの
ような手順でつくると効率がよいのか、
「見てすぐつくれる！！」ように構成して
いる。
簡単な基本のテクニックからちょっとし
た応用表現までマスターできる。

模型をつくるときには、テクニックよりなにより、自分のイメージした建築や空間が「ど
のような感じになるのだろう」とか「こうだったらカッコイイなあ」など、心躍らせ楽し
みながらつくることが、模型上達の一番のモチベーションとなる。
そのような人たちにこの本が活用されることを心から願っている。

はじめに
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カッターで部材を切るときは人差し指で
カッターを押さえつけるようにする。長
時間カッターを持ち続けると、人差し指
の腹の部分が痛くなるので、指の腹があ
たる部分があまり細くないカッターを選
ぶとよい。

◦カッター選びのポイント

◦カッターの調整

カッターは建築模型づくりにおいて一番
重要な道具だ。手で直接触れて扱うので
自分にあったものを手にいれたい。選ぶ
基準は、刃先がグラつかないもの、でき
れば刃先をホールドする部分が金属性の
ものを選ぶとよい。カッターの刃先がグ
ラつき、ブレると、きれいな切断面にな
らない。少しでもグラつく場合は刃を出
したままの状態でペンチではさむとおさ
まる。強くはさみすぎると刃が動かなく
なってしまうので注意する。

カッターマット
加工精度をあげるために、マットを使う。段ボー
ルやその他のもので代用しない方がよい。大き
い模型部材（敷地など）を加工するときもあるの
で、最低でもA2サイズはほしい。

2  必要な道具

直定規（ステンレス製）
一番使用頻度が多いのは 30cm。さらに、
15cmや 60cmを用意すると、材料やつくる部
材の大きさによって使う定規を選べて効率があ
がる。プラスチック製やアルミ製のものは、カッ
ターの刃が定規を削ってしまうので使わない。

One Point

薄刃カッター
一般に購入時は刃先の角度が 45度の刃が装着
されているが、別途販売されている刃先の角度
が 30度の方が、模型製作には加工もしやすく
より細かな作業ができるので交換するとよい。

chapter 1   基本の材料とテクニック

13

接着剤
部材同士の接着に使うスチレ
ンのりや木工用ボンド。

両面テープ
幅のサイズは 5 ｍｍ、15 ｍｍ、
50 ｍｍの３種類は用意したい。

スコヤ（直角定規）
部材を垂直に切ったり接着す
るときに使用する定規。

スプレーのり
色紙の接着など広い面に使う。
接着力の強いものはやりなお
しがきかないので注意。 

ゲージつき定規
同じ幅や長さの部材を複数切り出す
ときに、定規にとりつけて使う。一度
ゲージを固定すれば毎回寸法を読ま
なくてよいので効率があがる。

紙やすり
部材の切り口を整えるときに使う。
スチレンボードの切れ端などに貼
りつけて使う。

ソルベント
ペーパーセメントの溶
解液。スチレンボード
の紙を剥離するときな
どに使う。

安全刃折処理器
カッターの切れなくなって折った刃を保管す
るためのもの。折れた刃を放置すると、模
型の部材を傷つけたり、けがをすることもあ
るため、しっかり管理する。

厚物カッター
厚く、硬い材料を加工する場合に
使用する。本体も大きく、刃も厚
いので力を込めて切れる。とり扱
いには十分注意する。
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12 鋭角をつくる
直角以外の角度をもった壁面の端部や、屋根の棟をつくるとき、部材の小口を斜めに
切る方法が必要になる。これができればどのような角度にも対応できる。

①カッターで必要な角度になる位置に切り込み
のラインをいれる。この時、上の紙だけに切り
込みをいれる。

②切り込みラインをいれた上の紙をはがして逆
さまにする。

③部材の端部から、①で切った切り込みのライ
ンを目指してカッターに斜めの角度をつけて切
りとる。

④再び逆さまにして切り口の状態を確認する。
きれいに平行に切りとることは難しいので、や
すりなどを用いて調整する。

この部分をあとで切り
とる（斜めの線は実際
には入っていない）

この部分は紙があるので簡単に切れない　

③の、切りとっているときの写真。カッターを斜めにす
るのがポイント。下側の残った紙の部分の抵抗で、や
わらかいスチレンの部分だけがうまく切りとれる。

裏から見るとこんな感じ（ 説明的に
見せているのでまねをしないこと！ ）
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chapter 1   基本の材料とテクニック

◉ 屋根の頂部など鋭角や緩い角度をつけたい場合
角度をつける接着は、鋭角の場合は特に難しい。切妻屋根、寄棟屋根などの屋根を
つくるときに、スチレンボードの端部に角度をつけなくてもよい方法を解説しよう。

急な屋根勾配は端部に角度を
つける加工が難しい。

スチレンボード２枚を希望の角度に固定し、上から色紙を貼る。スチレンボードの端部を
斜めにカットしなくてよい簡易な方法である。屋根の仕上げ材のイメージに合わせ、色紙
などを貼るとよりグレードの高い模型となる。この時、壁面と屋根を異なる材料で仕上げ
ても、違和感はない。

屋根の色はイメージに合わせて色紙を貼るとよい。

厚口ケント紙やスノー
マット紙などの薄く強
い材料を使い、色紙
などを貼る

スチレンボードは下地の材料
として使うので、端部に角度
をつけて切る必要がない

角度を保持するた
めの材料。屋根勾
配に合わせた形を
切り出す
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13 立方体をつくる
立体模型の基本は、サイコロ形状の立方体だ。
立方体は面が 6面あるので、同じ大きさの正方形の部材が 6個必要になる。

上右図はサイコロのような正立方体の面を展開したイメージ。スチレンボードで模型をつくるときは
紙を折り曲げてつくるのではないので、６個の部材が必要になる。模型をつくるときは、立体がど
のような部材で成り立っているのかを想像することと、組み立て方をイメージすることが大切だ。

上図は 6面ある部材を、ＡとＢの２種類に
分けている。どの部材にどのような接着面
をつくるのかを考えることで作業の効率化を
図る。

A部材は４辺を１枚残しの接着面とした部材。

Ｂ部材は１辺を１枚残しの接着面とした部材。

1

5

3

2

6

A

A

B

B

B

B

×2 枚

×4枚

4
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chapter 1   基本の材料とテクニック

◉ つくり方の手順

Ａ部材とＢ部材を接着してＬ形の立体をつくる。
スコヤなどを用いて直角に接着するのがコツ。

順番にＢ部材を接着して立体をつくっていく。

最後にＡ部材を接着して完成。

①

④

⑦ ⑧

⑤ ⑥

② ③

スコヤを使う

Ｂ部材
Ｂ部材

Ｂ部材

Ｂ部材

Ａ部材

Ａ部材
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4  組み立てのポイント
①縮尺 1：50の模型の場合、壁の材料には3mm厚のスチレンボードを使う
縮尺１：50で３mmのスチレンボードを使うと、実際の 150 ｍｍ～ 180 ｍｍの壁厚と
対応する厚さになるので、木造の住宅や壁式ＲＣ造の模型では違和感のない厚さになる。

それ以上の壁厚が必要な場合は、スチレンボードの厚さを変更する
か、色紙やケント紙、スノーマット紙などを貼り、壁厚の調整を行う。

②外壁優先で外観をつくる
外壁優先で外観をつくると、床部材の小口（切断面）が見えないのできれいな模型になる。

このとき、平面は外壁の厚さぶん、小さく切りぬく。そのため型紙を
小さくつくっておく。つまり、外壁を３ｍｍ厚でつくる場合は、平面
の型紙を外壁ぶん切りとった大きさでつくる。

③間仕切り壁は、外壁よりも薄い2ｍｍ厚の材料でつくる
外壁と区別することでメリハリをつける。

150 ～ 180ｍｍの壁厚

1：50

3ｍｍ厚のスチレンボード

床部材の小口
（切断面）

デッキやベランダなどは、
デザイン的に小口が見え
てもおかしくない

平面優先だと
切断面が見える

外壁優先だと
すっきり！
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chapter 2   家をつくる

屋根がとりはずせる

ロフトがとりはずせる

1階の床レベルをＧＬ＋500としている。
縮尺 1：50で 10ｍｍの高さになる。
模型では5ｍｍ厚のスチレンボードを
2枚使い、高さを合わせる

1階の床と壁は、壁を
優先して納める

斜めカットか１枚残し
で屋根と壁を納める 屋根が勾配屋根なので斜め

にカットするか、低い側の高
さに合わせてカットしてもよい。

屋根と1階の
分離ライン

屋根と1階の
分離ライン

屋根と1階の
分離ライン

屋根と1階の
分離ライン

1階床レベル
（GL＋500）

GLライン

台座

底上げ材
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縮尺 1：50 程度の模型では、開口部は切りぬいて表現する。その際、開口部の表現には、　
スチレンボードに色を塗る方法や、塩ビ板を使う方法がある。

壁部材に戻す開口部の
部材は、壁面よりも少し
奥にとりつけると、立体
感のある表現になる

3   いろいろな開口部の表現

②開口部の部材に、窓枠を表現する切り込みを入
れる。着色ペンでムラにならないように素早く塗る。
切り込みがエッジとなって塗料がはみ出ない。

◉ スチレンボードにマーカーで着色する窓の表現
まず、壁の部材から開口部の部材を切り出す。その切り出した部材に、着色ペンでガラスを表現し
てから再び壁部材に戻す。壁部材に戻したときに、壁の表面から少し内側になるように押し込んで
とりつける。

③よく乾かす

④元の部材にはめ
込む。少し押し込む
とそれっぽく見える。

①開口部の部材を切り出す。
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chapter 3   リアリティを与える

◉ 塩ビ板を使った開口部の表現
縮尺の大きな模型、大開口部がファサードを
つくっている建物などでは、透明なガラスも
しっかりと表現しなければならない。型紙を
利用して塩ビ板（たとえば 0.3 ｍｍ厚）を開
口部の大きさに切り出す。サッシはグラフィッ
クテープを枠の表現として使用すると簡単に
表情がつくれる。

① 塩ビ 板 から部 材 を 切り出 す。
割と硬いので、数回カッターを
いれて丁寧に切り出す。

②切りぬいた塩ビ板を型
紙にのせて、グラフィッ
クテープを位置を確認
しながら貼りつける。連
続したサッシの表現が必
要な場合、このグラフィッ
クテープを貼る方法は
有効。

仕上げからマスキングまで
使える。曲面貼りもできる。

グラフィックテープ
（紙テープ）

塩ビ板

下に敷いた型紙
の線が見える

型紙

型紙
グラフィックテープ
を貼った塩ビ板
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2  １階と２階に分かれる模型
屋根がはずれたり、１階と２階が分離できるように模型をつくると、内部空間がどの
ようになっているのか、外部環境とどのようにつながっているのかなどの様子をわか
りやすく表現することができる。さらに家具や外部環境をつくることで、そこでどのよ
うに生活するのかもイメージしやすくなる。

屋根をはずしているところ（黄色い旗のよう
なものは、固定している虫ピン）。

２階の内部空間を見ることができる。

虫ピン

１階と２階を固定するゲタ２階をはずしたところ。１階のリビングと外
部空間のつながりがよくわかる。
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chapter 4   コンセプトを伝える表現

屋根を構成する部材。屋根の形状
を保持する部材をいれている

２階部分を構成
する部材

１階部分を構成する部材。
デッキや外構の要素をつ
くるなど外部とのつなが
りをしっかりと表現する

全体写真

屋根部分

２階部分

敷地と１階部分


